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第1号(昭 和24年11月)
創 刊 の こ とば
サン ・シモンの政治思想
米国伝統外交政策と欧羅巴勢力均衡
新憲法における命令
憲法における天皇の地位
古い家から新しい家庭へ
雇傭 と財政政策
愛知県農業 論
合理化,民 主化,社 会化の経営学的一考察
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第2号(昭 和25年11月)
政治の行為的構造 小岩井 浄
一 政治の概念並びに政治と国家との関連について一
ストゥチカ 「ソヴィエト民法理論序説」
一 谷口教授の要約批評一
労働および生産に関する基本的考察(1)
一 経済学の対象の規定一
胡麻本 蔦 一
人事管理論の:=開
山 本 二三丸
大 石 岩 雄
第3号(昭 和26年5月)
労働および生産に関する基本的考察(2)(完)
一 経済学の対象の規定一
朝鮮事変に関連する諸問題
山 本 二三丸
松 葉 秀 文
一 国際連合を中心としての法政的研究一
日本デンマーク地帯の現状分析
アメリカ合衆国の中小企業
三 好 四 郎
大 石 岩 雄
A.D.H.Kaplan:"SmallBusiness:Its
placeandproblem."194&の 紹 介 を 通 じ て 一
ソヴィエト法学界の消息 胡麻本 蔦 一
2第4号(昭 和27年3月)
政 治 権 力 論
政治における左右両極の吻合
一 ヴァロアの 「君主制と労働者階級」を中心として一
日独防共協定の強化と軍の外交干与
一 日独伊三国同盟史序論一
家事審判法における若干の問題
未解放部落農村実態調査資料の分析
J.R.ヒックス 「景気箔環論」(紹介)
不正競争防止国際連盟大会(資 料)
第5号(昭 和27年11月)
主権についての考察(上)
一 ジャン・ボーダンの主権概念一
国際政治の関連における幕末期
一 その半植民地化の問題一
法の社会的構造 素描風な試論
一 山中教授の所説をめぐる若干の問題点にふれて一
侵略責任の一考察
会社の能力と目的外の行為
日本民族海上史論
ハロッドの成長理論に関する吟味
重商主義における若干の問題(そ の一)
第6号(昭 和28年4月)
家族史研究上におけるL.H.モノレガンの意義
中華人民共和国における労働者の経営参加
一 とくにその法規について一
ジョン ・ロックの法と国家に関する一試論
一 その市民社会即ち政治社会の構造論を中心 として一
ブラウン 「アメリカ経済」(紹介)
第7号(昭 和28年10月)
衆議院の解散について
憲法における基本的人権保障の法的意味
小岩井 浄
木 下 半 治
植 田 捷 雄
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小岩井 浄
松 葉 秀 文
黒 木 三 郎
川 崎 一 郎
長谷川 雄 一
郡 菊之助
岡 崎 不二男
永 田 啓 恭
玉 城 肇
向 山 寛 夫
酒 井 吉 栄
永 田 啓 恭
藤 田 嗣 雄
鈴 木 安 蔵
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新民主主義の理論とその諸問題
国際政治の関連に於ける仏蘭西革命史論
停滞理論序説
新中国の選挙法(資料)
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第8号(昭 和:29年2月)
ソヴィエト法学界の批判 ・自己批判について
平和条約における紛争の解決について
婚姻成立における両性の合意
一 法と事実の背離一
証拠調に関する異議の申立
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
『経営原則』に関する若干の吟味
中国の官僚資本
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 許蘇新 「官僚資本論」の要約紹介一
第9号(昭 和29年4月)
カントの家族論及び婚姻論
平和条約における紛争の解決について ⇔
ロックにおける人権思想の特質と限界
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 その社会哲学における国家と教会との問題に関連して一
国際連合の法的地位 川 崎 一 郎
第10号(昭 和29年9月)
"新中国革命外交史"
ハ・一レー駐華米国大使による国共調整の経緯
信頼関係としての債務関係
再生産論の課題 ←)
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 いわゆる 「市場理論」の批判一
剰余価値概念の生成に関する一考察
中国共産党労働立法史料(その一)
平 尾 敏
向 山 寛 夫
一 中華ソヴェト共和国労働法(1931-1934)一(資料)
判 例 批 評 越 川 純 吉
第11号(昭 和29年11月)
ポーダンの 「国家論」研究序説 ←)
法哲学史序説 ←)
小岩井 浄
山 中 康 雄
4半封建的土地所有論 三 好 四 郎
一 農地改革による農地所有変貌の実態一
1844年の銀行特許条例の基礎理論について
労使関係に対する人間関係論的接近
杉 浦 治 七
大 石 岩 雄
第12号(昭 和30年3月)
東海地方一農村の政治過程の分析
再生産論の課題 ⇔
三 好 四 郎
山 本 二三丸
一 いわゆる「市場理論」の批判一
後進国の経済発展モデル 岡 崎 不二男
一H・W.シ ンガー氏のモデルに関する批判的覚え書一
ロックにおける政治機構論の特質と背景 酒 井 吉 栄
一 その権力分立主義及び国家権力の構造一
国際公務員制度の形成 ←) 川 崎 一 郎
第13・14合 併号(昭 和30年6月)
米華マーシャル期の研究
法哲学史序説 ⇔
新中国における人民民主統一戦線
国際公務員制度の形成 ⇔
外部経済と生産函数
社会政策の必然性と本質について
一 大河内,岸本理論に関する覚書一
岐阜県白川村の家族集団についての調査(第一報)
一 平瀬分家について一(資 料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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?
?
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?
?
中国共産党労働立法史料(その二)(資料)
玉 城 肇
判 例 批 評
向 山 寛 夫
越 川 純 吉
第15号(昭 和30年12月)
アダム・スミスにおける銀行券の問題
社会政策本質論
明治初期,政治情勢の研究
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 その対内政策と対外政策の関連において一
マックネアの国際裁判の発達(書 評)
岐阜県白川村の家族集団についての調査(第二報)
一 四大家族集団の戸籍の構成一(資 料)
越 川 純 吉
黒 木 三 郎
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第16号(昭 和31年4月)
憲法解釈の方法と基本問題
ジヱファスンの憲法政治思想研究序説
鈴 木 安 蔵
酒 井 吉 栄
一 そのアグヲリアン・デモクラシーの人間像の問題一
第三者による債権の侵害 ←1
ソ同盟の貨幣に関する若干の問題(資料)
国際公務員制度資料について
一 ロンドンからモントリオールまで一(資 料)
岐 阜県白川村の家族集団についての調査(第三報)
一 大郷地方における分家について一(資 料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
玉 城 肇
第17・18・19合併号10周 年記念論文集 法 政 篇(昭 和31年12月)
古代より中世までの法哲学史
ス タ ー リン批 判 と ソヴ エ ト法 学
ジェファスンにおける統治原理の特質と限界
一 アメリカ憲法思想史の一餉一
戦争防止機構に関する一研究
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
松 葉 秀 文
一 史的変遷を中心として一
ネノレチンスク条約の研究
阿片戦争とポルトガルの中立
刑事責任の本質について
犯罪構成要件構造論序説
インド新婚姻法の性格
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 二つの立法とその背景一
外人の財産権 ←)
人民民主主義にかんする若干の問題
越 川 純 吉
勝 部 元
一 ソーボレフ理論の新展開によせて一
中国における民主集中制
インド農民の政治意識
池 上 貞 一
坂 本 徳 松
一 その史的考察一
政治権力の本質 小岩井 浄
第20号(昭 和32年10月)
貨幣理論の根本間題(2) 山 本 二三丸
一 「貨幣の本質」論について一
外人 の財産権 ⇔ 越 川 純 吉
6「転化問題』にかんする最近の諸見解について(紹介)
中国共産党労働立法史料(その三)(資料)
愛知県産業連関表 ・投入係数表・逆行列表(昭和28年)
一 産業連関表の作成手続き一(資 料)
?
?
??
?
?
?
?
?
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?
第21・22合 併号(昭 和33年3月)
日本国憲法と米国軍隊の駐留
ジェイムズ ・マディスンの憲法理論研究序説
一 「憲法の父』の共和政府論素描一
ケノレゼンのヴィシンスキー法理論批判について
鈴 木 安 蔵
酒 井 吉 栄
戦後治安立法史(1)
木 田 純 一
夏 目 文 雄
一 特別刑法体系の発展一
物権法の基礎理論(1)
国際離婚の裁判権
東海型農業論
都市の交通問題
企業利益と課税所得
山 中
越 川
好
英国労働党の 「国民退職年金計画」とその問題点
十月社会主義革命前夜のソ同盟共産党の経済綱領
?
?
?
?
?
?
?
康 雄
純 吉
四 郎
菊之助
雄 司
出 雲
裕
第23・24合 併号(昭 和33年11月)
憲 法 と条 約 鈴 木 安 蔵
一 条約と憲法とが抵触した場合何れを優先させるべぎか一
物権法の基礎理論(1)
戦後治安立法史(1)
「国民所得」 とその 「分配」について
社会主義的所有の二形態とその発展について
産業連関理論の再検討(その一)
一 経済循環と産業連関一
累進課税及び分配平等化に関する厚生分析
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
中国の土地問題にかんする 「五 ・四」指示についての覚書
村 上 雅 子
野 間 清
第25号(昭 和34年1月)
科学的経済理論の意義について 山 本 二三丸
一 「貨幣の本質」論の検討によせて一
「簡単な価値形態」論について 岩 瀬 文 夫
一 鈴木鴻一郎氏の所説の吟味一
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産業連関理論の再検討(その二) 金 子 敬 生
一 「経済循環と産業連関」と消費変動一
国法学の課題と方法
近代主権国家の生成の時代に於ける法哲学
南朝鮮の新婚姻法
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 その近代化は達せられたか一
戦後治安立法史(巫) 夏 目 文 雄
第26号(昭 和34年4月)
国家作用の形態と特質
アメリカ初期州憲法研究序説
鈴 木 安 蔵
酒 井 吉 栄
一 植民地時代から独立革命時代への州憲法の展開一
近代日本刑事立法史の研究(1)
始審的管轄権の法理
夏 目 文 雄
大 林 正 平
一 米連邦行政法の一問題一
社会主義経済学の方法について
合理化と労働時間短縮問題
副 島 種 典
細 迫 朝 夫
一 主として全電通労組の場合をめ ぐって一
保護制度についての一考察(上) 中 西 弘 次
第27号(昭 和34年6月)
国 法 学 の 概 念
独立採算制四十年の歩み
動 学 的vオ ンテ ィエ フ ・モ デ ル ←)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 均衡的成長の命題をめぐって一(紹 介)
資本の剰余価値 平 尾 敏
一 トマ ス 。ホ ジ ス キ ン批 判一
第28号(昭 和34年10月)
物権的支配の方法としての登記と占有(1)
ジ ョン ・ロ ッ クの 自 由論 研 究
山 中 康 雄
酒 井 吉 栄
一 自由権および法治国家論の内在的前提一
新民主主義革命論の成立と発展
戦後治安立法史(】V)
国民所得決定にかんするカvッキー ・モデルの一解釈
一 それ とvオンティエフ・モデルとを綜合する試み一
憲法研究会の憲法草案起草および憲法制定会議提唱(資料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
鈴 木 安 蔵
8日本渉外民事訴訟法の樹立(1)(資料) 越 川 純 吉
第29号(昭 和34年12月)
一 マルクス 『経済学批判』出版百年を記念して一
『経済学批判』におけるいくつかの重要点について
『経済学批判』と法学および政治学
「経済学批判』とソヴェト法理論
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
愛知平坦旧日本デンマーク地帯における
農民層の階層区分について
社会主義社会における生産と経済計算との特有の性格
法 と商品交換
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 私の従来の研究をかえりみて一
マルクスのインド社会論
マノレクス主義 と刑法学の諸問題
一 就中,中華人民共和国刑法の特質と体系を中心として一
坂 本 徳 松
夏 目 文 雄
第30号(昭 和35年3月)
物権的支配の方法としての登記と占有(D
アメリカ憲法史における連合規約期の社会的背景
一 アメリカ連邦憲法成立史論 ←)一
日本渉外民事訴訟法の樹立(2)
山 中 康 雄
酒 井 吉 栄
越 川 純 吉
漁業協同組織の研究一 三重県九木浦一
漁業における協同組織の発展
⇔ 漁村の共同組織と養子
村 長 利根朗
玉 城 肇
レオ ン テ ィエ フ ・モ デル に お け る
外 国 貿易 とWorkability
「監査人意見の表明」の論理 とその問題点
カ ドル ・コ ンタ ブル お よび コン タ ピ リテ ・ゼ ネ ラル
～ プ ラ ン ・コン タ ブル か ら一(資 料)
ヨセ ブ ・ヴ ィン トリ ッヒ憲 法 裁 判 の任 務 ・本 質 ・限界(資 料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
影山 日出弥 訳
第31号(昭 和35年6月)
ロ ック ・ア ウ ト ←)
連合規約の法的特質と社会的機能
山 中 康 雄
酒 井 吉 栄
一 アメリカ連邦憲法成立史論 ⇔ 一
治安刑法の研究(1) 夏 目 文 雄
一 戦後治安立法の基本的構造一
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いわゆる 「ソヴェト商業」の本質について ←)
効用の測定理論について
富 岡 裕
村 上 雅 子
一 ノイマン及びモルゲンシュテノレンとそれ以後の展開一
トマ ス ・ホ ジス キ ン研 究
一 経済学と自然法思想一(研 究ノー ト)
憲法研究会 と憲法草案起草および憲法制定会議(二 ・完)(資料)
平 尾 敏
財務諸表監査と内部統制
鈴 木 安 蔵
河 合 秀 敏
一 米国の動向を中心として一(資 料)
第32号(昭 和35年10月)
一般的経済法則と特殊的経済法則について
いわゆる 「ソヴェト商業」の本質について ⇔
予算管理序説
動 学 的 レ オ ン テ ィエ フ ・モ デ ル ⇔
一 価格体系の安定分析一(紹 介)
ジェイムズ ・マディスンの統治原理の構造と特質
一 その共和主義的均衡理論の価値体系と限界一
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
治安刑法の研究(1)
酒 井 吉 栄
夏 目 文 雄
一 戦後治安立法の基本的構造一
議員特権,国 会自律権および裁判権
新段階におけるソヴェト立法(資料)
ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体の特権(資料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
第33号(昭 和36年1月)
刑法の改正について
ロック。アウト⇔
アメリカ憲法史におけるシェイズの叛乱の研究
一 アメリカ連邦憲法成立史論 三一
過失相殺に関する民法の規定の適用についての考察
一 信頼関係としての債務関係およびそれにもとつ く
当事者の注意義務(協 力義務)論証のための一試論一
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
治安刑法の研究(夏)
平 田 春 二
夏 目 文 雄
一 戦後治安立法の基本的構造一
効用函数の形に関する一分析
イギリスの審判所及び公聴会法(訳)(資料)
1953年ヨー ロ ッパ 経 済 の構 造
金一 〇.E.(...加入 諸 国 の 産業 連 関 表 作 成 に かん す る覚 書 一(訳)(資 料)
Etienne・SadiKirschen著
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
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第 糾 号(昭 和36年5月)
家族と社会発展との関係
社会主義と商品生産
玉 城 肇
副 島 種 典
一 野々村,伊藤,長砂三氏の批判にこたえる一
文政期諏訪藩今井村,今 井左宮内家の家計 村 長
オrト メーション化と経営労働の再編成 角 谷
一 電力企業におけるオートメーションの進展を中心として一
レオンティエフ・モデノレに於けるWorkability命題の修正
伝聞証拠について
利根朗
登志雄
治安刑法の研究(1P)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 戦後治安立法の基本的構造一
世界政治における"A.A.中立主義"
社会的法治国家論序説 ←)
アメリカ合衆国における外人の権利
アメリカ連邦憲法の制定における妥協的性格と合意的性格
一 アメリカ連邦憲法成立史硫究ノーr←)一(資 料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
第35号(昭 和36年6月)
中国における新しい政治路線の形成過程
行政法上のヒヤリングー その類型e
治安刑法の研究(V)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 戦後治安立法の基本的構造一
アメリカ初期におけるナシ ・ナリズム 酒 井 吉 栄
一 アメリカ憲法における統治原理 としてのナシ・ナリズム,
ステイツ ・ライ トおよびフェデラリズム研究ノートe-(資 料)
第36号(昭 和36年9月)
社会主義経済学の方法にかんする若干の問題について
文政初期信州今井村今井四郎左衛門家の経営
監査人職能の本質仙
富 岡 裕
村 長 利根朗
河 合 秀 敏
一Limperg教授の監査上の 「期待理論」を中心 として一
隠地禁制について ←)
一 徳川幕府土地法制の一側面一
行政法上のヒヤリングー その類型 ⇔
見 城 幸 雄
社会的法治国家論序説 ⇔
大 林 正 平
影 山 日出弥
社会的法治国家の概念と法的性格
一 社会的法治国家の法的認識と評価に関する論議一
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第37・38合併号15周 年記念論文集 法 律 篇(昭 和37年2月)
物 権 の 本 質
アメリカ連邦憲法における大統領職の形成
一 大統領制研究一
近代婚姻法の構造的特質
山 中 康 雄
酒 井 吉 栄
ソヴェトの新しい司法制度
暖簾とその法的処理
犯 罪 体 系 論
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 構成要件論の体系的地位について一
社会的法治国家の概念と法的性格 影 山 日出弥
一 「社会的」の概念的内容 とその限界について一
第39号(昭 和37年6月)
経営近代化と組織管理
治安刑法の研究(辺)
角 谷 登志雄
夏 目 文 雄
一 戦後治安立法の基本的構造一
外国手続の承認及び効力
国家学におげる弁証法について(1)
越 川 純 吉
影 山 日出弥
一 カール ・ポラーク 「国家 と法科学における
弁証法と実証主義」一(資 料)
法 律 篇
(分割発行により以降法律篇のみ掲載)
第 和 号(昭 和37年10月)
不当利得法のありかた(1)
ソヴェトの新しい刑事訴訟法
続,暖 簾とその法的処理
治安刑法の研究(VY)
一 戦後治安立法の基本的構造一
いわゆる付随的義務の不履行と契約の解除(判例批評)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
国家学における弁証法について(豆)
浜 田 稔
影 山 日出弥
一 カール ・ポラーク 「国家と法科学における
弁証法 と実証主義」一(資 料)
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第41号(昭 和37年12月)
チェコ新憲法の社会主義的性格
不当利得法のありかた(亘)
ナセルの"積 極的中立主義"
治安刑法の研究(鴨)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 戦後治安立法の基本的構造一
第42号(昭 和38年8月)
隠地禁制について ⇔
治安刑法の研究(瓜)
一 戦後治安立法の基本的構造一
「社会的法治国家」における「治安立法」の特質 ←う
見 城 幸 雄
夏 目 文 雄
八 海 事 件(判例批評)
影 山 日出弥
木 田 純 一
第43号(昭 和38年11月)
スエズ危機1956年(→
隠地禁制について ⇔
治安刑法の研究(X)
一 戦後治安立法の基本的構造一
「社会的法治国家」における「治安立法」の特質 ⇔
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
影 山 日出弥
第44号(昭 和39年3月)
スエズ危機1956年⇔
隠地禁制について ㈲
治安刑法の研究(XD(完)
一 戦後治安立法の基本的構造一
「社会的法治国家」における「治安立法」の特質 ⇔
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
渉外事件の特殊性
影 山 日出弥
越 川 純 吉
簾45号(昭 和39年7月)
商法の対象への一考察
隠地禁制について(五 ・完)
長谷川 雄 一・
見 城 幸 雄
一 徳川幕府土地法制の一側面一
日本売春法制史(1) 夏 目 文 雄
ヴ ィ ク トル ・クニ ャ ップ 「法 にお け るサ イバ ネ テ ィ ックス 方 法 の
適用可能性について」(紹介) 影 山 日出弥
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第46号(昭 和39年10月)
アメリカ憲法史における権力分立制の形成(→
日本売春法制史(1)
サイバネティクスと法律学 ←)
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 東独における研究の現状と方向に基づいて一
第47号(昭 和40年2月)
頼納禁制の創始年次について 見 城 幸 雄
一 寛永二十年創始説への疑問一
日本売春法制史(1)
サイバネティクスと法律学(二 ・完)
夏 目 文 雄
影 山 日出弥
一 東独における研究の現状と方向に基づいて一
統一戦線と日本社会党(1) 藤 城 和 美
一 安保共闘の成立と再開をめぐって一
第48・49合 併 号(昭 和40年10月)
憲法現象の構造(上)
物権設定契約の性質
日本売春法制史(】y・完)
ダレス外交と二つの休戦 ←う
民事訴訟判例批評
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
第50号(昭 和41年3月)
チェコスロバキア司法制度
中国刑法の現在的諸問題
ダレス外交と二つの休戦 ⇔
統一戦線と日本社会党(1)
ロック ・アウトの法的効果について(研究ノー ト)
ヘツセン州46年憲法(資 料)
国際法体系論争について
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 中共国際法学界の紹介をかねて一(資 料)
策51・52合併号20周 年記念論文集 法 政 篇(昭和41年11月)
民法177条について
建 物 の 同一 性
山 中 康 雄
平 田 春 二
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入会権の近代化についての覚書 黒 木 三 郎
一 入会林野等近代化助長法の制定について一
英法における不当利得法理序説
ジ ョン ・マ ー シ ャル の憲 法 思 想 研 究 序 説
一 マ ・一カ ンタ イノレ ・ナ シ ・ナ リズ ム とそ の社 会 史 的 背 景一
中国法の特質
松 坂 佐 一
酒 井 吉 栄
浅 井 敦
一 とくに法における政治性について一
社会主義刑法と罪刑法定主義 木 田 純 一
「共謀共同正犯の理論」の批判的考察 夏 目 文 雄
一 特に 「共謀者の責任」についての命題的分析を中心として一
国連事務総長の法的地位(遺稿)
頼納禁制について
政治思想工作の強化と解放軍
工F.ダ レス とジ ュ ネ ー ブ会 議=1954年
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
第53号(昭 和42年3月)
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(1) 夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
憲法現象の構造(下)
貨物引換証の原因観
イヴォ・ラペンナの法理論(紹 介)
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
第54号(昭 和42年7月)
刑事裁判の権威の崩壊要因
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(1)
木 田 純 一
夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
「現 状」の 概 念
文化大革命における政治闘争
ベ トナム 「乾期反攻」の失敗
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
一 人民戦争の創造的発展一(紹 介)
第55号(昭 和42年9月)
マーブリー対マディスン事件の研究 ←) 酒 井 吉 栄
一 アメリカ型司法審査制成立の微視的考察一
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(H) 夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
ドイツ民主共和国家族法典 黒 木 三 郎
1965年12月20日施行(資 料)
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第56号(昭 和43年1月)
マーブリー対マデ ィスン事件の研究 ⇔ 酒 井 吉 栄
一 アメリカ型司法審査制成立の微視的考察一
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(】V) 夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
陳独秀の1923年代の二論文(資料) 池 上 貞 一
第57号(昭 和43年8月)
英米法における非債弁済
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(V)
松 坂 佐 一
夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
文革における革命的大衆組織と革命委員会 池 上 貞 一
第58号(昭 和43年12月)
英米法における不当利得
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(U)
松 坂 佐 一・
夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
第59号(昭 和44年4月)
世界政治一 フルシチ・フ ・ケネディ時代一(1)
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(顎)
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
?
?
?
?
?
?
?
?
?
第60号
昭和44年6月24日,基督教印刷株式会社火災のため,欠 号とする。
第61号(昭 和44年10月)
戦後日本の刑法学
一 大塚教授の刑法理論一
チェコスロバキア経済法典(1)(資料)
本 田 純 一
中国文化大革命と犯罪類型
胡麻本 蔦 一
夏 目 文 雄
一 文化大革命期における特別刑罰法規について一(資 料)
第62号(昭 和45年1月)
木村亀二教授の構成要件理論 木 田 純 一
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「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(四) 夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
チェコスロバキア経済法典(1)(資料) 胡麻本 蔦 一
第63号(昭 和45年8月)
貨物引換証の物権的効力
戦後日本刑法学の原点
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(1K)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
チェコスロバキア経済法典(g)(資料)
行政行為と公定力(1)(研究ノー ト)
胡麻本 蔦 一
大 林 正 平
第64号(昭 和45年10月)
大学自治の中世的原型
一 ボローニャとパ リのばあい一
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(X)
酒 井 吉 栄
夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
チェコスロバキア経済法典(1P)(資料) 胡麻本 蔦 一
第65号(昭 和46年2月)
合資会社における有限責任社員の地位
経験法学と刑法学
一 平野龍一教授の刑法理論一
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(皿)
長谷川 雄 一
木 田 純 一
夏 目 文 雄
一 特に共謀者の責任の問題を中心として一
イギリス古典型大学の自治構造 酒 井 吉 栄
一 オックスフォードおよびケンブリッジ
におけるその生成一(研 究ノー ト)
第66号(昭 和46年8月)
佐伯教授の刑法理論
「共謀共同正犯の理論」の批判的検討(XI・完)
一 特に共謀者の責任の聞題を中心として一
イギリスにおける近代 ・市民型および新型大学の自治範型
一 ロンドンからサセックスヘー(研 究ノー ト)
TheVietnamWarandInternationalLaw,
木 田 純 一
夏 目 文 雄
VoL2.1969(紹介)
酒 井 吉 栄
三 好 正 弘
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中華民国刑法典(訳)(資料) 夏 目 文 雄
第67号(昭 和'46年10月)
戦後日本刑法学と目的的行為論
ドイツにおける近代大学自治の成立
木 田 純 一
酒 井 吉 栄
一 プラークからペルリンヘー(研 究ノー ト)
中華民国の特別刑法典(抄訳)(資料) 夏 目 文 雄
第68号(昭 和47年3月)
白地手形に対する除権判決
旧刑法と宮城浩蔵の刑法学
ドイツにおける 「近代大学 自治」思想の展開
一 カントからシュライエルマッヘルヘー(研 究ノー ト)
朝鮮の刑法典(訳)(資料)
(1)大韓民国刑法典
(2)朝鮮民主主義人民共和国刑法典
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
夏 目 文 雄
第69号(昭 和47年9月)
フランスにおける大学自治の様相 酒 井 吉 栄
一 ナポレオンの帝国大学体制の確立とその後一
現代朝鮮社会主義の問題 木 田 純 一
一 共和国見聞記一(研 究ノート)
タイ刑法典(訳)(資料) 夏 目 文 雄
第70号(昭 和47年11月)
手形の譲渡と指名債権譲渡の効力
刑法改正にかんする若干の問題
日本における大学自治の形成
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
一 帝国大学体制の成立一(研 究ノート)
ソヴ ェ ト共 犯 論(1)(訳)(資 料)
ペ ー ・エ ヌ ・グ リシ ャエ フ,ゲ ー ・ア ・ク リゲ ール
夏 目 文 雄
第71号(昭 和48年4月)
トル ーマ ン ・ ドク ト リンへ の6ヵ 月
中国刑法における共犯論
政治ス トの正当性
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
一 日韓国労宮原操車場事件 ・大阪地裁 昭和47年4月11日判
労働法律旬報 第801号一(判 例研究)
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ソヴェト共犯論(1)(訳)(資料) 夏 目 文 雄
第72号(昭 和48年9月)
指名手形の法律的考察
侵 略 の 定 義
国際連合の4回 目の試み(研 究ノー ト)
黒 野 恭 成
ソヴェト共犯論(1)(訳)(資料)
三 好 正 弘
夏 目 文 雄
第73号(昭 和49年1月)
朝鮮社会主義憲法とチZチ ェ思想
愛知大 学事件(資料)
木 田 純 一
夏 目 文 雄
第74号(昭 和49年5月)
アメリカにおける委任立法の1世紀 酒 井 吉 栄
一 パナマ精製会社対ライヤン事件までのあゆみ一
手形取引 と商法265条の適用
ソヴェト共犯論(1P)(訳)(資料)
長谷川 雄 一
夏 目 文 雄
策75号(昭 和49年7月)
受取人白地振出と補充権付与の相手方の特定
一 白地手形の法律的構成(1)一
名古屋市における交通事故の実態分析(資料)
長谷川 雄 一
ソヴェト共犯論(V)(訳)(資料)
夏 目 文 雄
夏 目 文 雄
第76号(昭 和49年10月)
社会科学としての憲法学
白地手形行為の成立と補充権付与
一 白地手形の法律的構成 ②一
ソヴェト共犯論(W一 完)(訳)(資料)
鈴 木 安 蔵
長谷川 雄 一
豊橋冤罪事件(1)
夏 目 文 雄
宮 崎 鎮 雄
一 覚書と資料一(資 料)
第77号(昭 和50年3月)
中国新憲法 〔草案〕について
アメリカにおける大統領権限の拡大
名古屋市における車両犯罪の実態分析(資料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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第78号(昭 和{50年7月)
手形裏書の効力構造について
A.M.シ ュ レ ジ ンガ ー とキ ュ ーバ 問 題(研 究 ノ ー ト)
名古屋市における交通意識調査
長谷川 雄 一
柳 沢 英二郎
夏 目 文 雄
一 大学生を中心として一(資 料)
豊橋冤罪事件(H) 宮 崎 鎮 雄
一 覚書と資料一(資 料)
第79号(昭 和50年11月)
アメリカにおける学問の自由 ・大学の自治研究序説
一 ハーヴァードの創立からAAUPの 結成まで一
取立のための譲渡裏書(隠れた取立委任裏書)
の理論構成
酒 井 吉 栄
判 例 従 犯 論(研 究ノー ト)
豊橋冤罪事件(頁)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 覚書と資料一(資 料)
第80号(昭 和51年2月)
学問の自由のアメリカ的類型 酒 井 吉 栄
一 と くにacademicdueprocessとAAUPについ て 一
手形行為の無権代理
労働争議の刑事免責
長谷川 雄 一
夏 目 文 雄
一 刑法35条適用の意義について一(研 究ノー ト)
豊橋冤罪事 件(N) 宮 崎 鎮 雄
一 覚書と資料一(資 料)
第81号(昭 和51年7月)
社会主義社会における階級闘争理論
一 中国におけるその形成過程一
公務員の政治活動禁止 と戦後民主主義(上)(研究ノー ト)
池 上 貞 一
誤 想 防 衛 論(研 究ノー ト)
ア メ リカに お け る学 問の 自由 ・大学 の 自治 お よび 大学 史 研 究 文 献 目録 … … 酒
(ASelectBibliographyonStudiesofAcademicFreedom,
AutonomyandHistoryofUniversityintheUnitedStates〕(資料)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
第82号(昭 和51年10月)
日本国憲法制定の基本論点 鈴 木 安 蔵
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物的抗弁とその制限 長 谷 川 雄 一・
一 手形抗弁の研究(1)一
公用使用か,不 法行為力 大 林 正 平
一 最高昭和44年4月24日一小判一(判 例批評)
ソヴェト刑法用語字典(資 料) 夏 目 文 雄
30周年記念論文集 法 政 篇(昭 和52年1月)
ア カデ ミ ッ ク ・テ ニ ュア ー研 究 序 説
「刑法改正」と共謀共同正犯論
社会主義的共犯論
運送取次の再委託
領域および国境紛争に関する仲裁裁判
条項における衡平についての一考察
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
戦後国際政治の転機
中国対外政策の新路線
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 文革後の新動向について一
第83号(昭 和52年3月)
アメリカにおける教師の学問の自由
ドイツ理想主義における学問の自由
所持人地位を争う抗弁を認める必要について
一 手形抗弁の研究(2)一
チェコスロバキア社会主義共和国家族法典(資料)
ジェンナーロ ・サ ッソ著
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
ニ ッ コ ロ ・マ キ ァ ヴ ェ ッ リ
胡麻本 蔦 一
一 その政治思想の生成と展開一(訳1)(翻 訳)
須 藤 祐 孝油
木 兵 衛
第84号(昭 和52年7月)
戦後民主主義と刑法学 木 田 純 一
日本における犯罪構成要件理論の発展 上 野 達 彦
一 小野博士の 「犯罪構成要件理論」の批判的展開へ(序説)一
白地手形に固有の抗弁
一 手形抗弁の研究(3)
租税法律主義か,平 等原則か
長谷川 雄 一
大 林 正 平
一 昭和44年大阪高裁 ・スコッチライト事件一(判 例批評)
第85号(昭 和52年10月)
国際仲裁裁判条項における衡平 三 好 正 弘
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ヨーロッパおよびアメリカにおける学問の自由 ・大学の自治
および大学史等研究文献目録1
一 ドイツ篇一(資 料)
ジェンナー口 ・サ ッソ著
ニ ッ コ ロ ・マ キ ァ ヴ ェ ッ リ
酒 井 吉 栄
越 野 喜 宏
一 その政治思想の生成と展開一(訳2)(翻 訳)
須 藤 祐 孝
油 木 兵 衛
第86号(昭 和53年2月)
手形の無因性と抗弁遮断の法理
一 手形抗弁の研究(4)一
ポーランド人民共和国家族および後見法典(1)
(1964年2月25日制定)(資料)
ヨーロッパおよびアメリカにおける学問の自由 ・大学の自治
長谷川 雄 一
および大学史等研究文献目録亘
胡麻本 蔦 一
一 イギ リス=ア メ リカ ・フラ ンス ・カナ ダ ・
ニ ュ ー ジー ラ ン ドお よび イ ン ドー(資 料)
酒 井 吉 栄越 野 喜 宏
第87号(昭 和53年7月)
人的抗弁の属人性
一 手形抗弁の研究(5)
現代西欧世界における大学の問題状況(1)
-1960-70年代の英 ・米 ・西独 ・仏
長谷川 雄 一
酒 井 吉 栄
および日本の素描一(研 究ノー ト)
過失共同正犯論(研 究ノー ト)
英仏海峡大陸棚境界画定仲裁裁判について(紹介)
ポ ー ラ ン ド人 民 共和 国家 族 お よび 後 見 法典(2)
(1964年2月25日制定)(資 料)
ジ ェン ナ ー ロ ・サ ッ ソ著
ニ ッコ ロ ・マ キ ァヴ ェ ッ リ
夏 目 文 雄
三 好 正 弘
胡麻本 蔦 一
一 その政治思想の生成と展開一(訳3)(翻 訳)
須 藤 祐 孝
油 木 兵 衛
箪88号(昭 和53年10月)
手形法40条3項の適用範囲
ノル ウ ェイ刑 法 典(総 則)(訳)(資 料)
ジ ェ ンナP口 ・サ ッソ著
ニ ッ コロ ・マ キ ァ ヴ ェ ッ リ
黒 野 恭 成
夏 目 文 雄
一 その政治思想の生成と展開一(訳4)(翻 訳)
須 藤 祐 孝油 木 兵 衛
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第89号(昭 和54年2月)
悪意の抗弁と融通手形の抗弁
一 手形抗弁の研究(6)
ソ ヴ ェ ト 共 犯 論
一1948;年刑 法 教科 書 一(訳)(資 料)
ジ ェ ンナ ー ロ ・サ ッソ著
ニ ッ コロ ・マ キ ァヴ ェ ッ リ
長谷川 雄 一
夏 目 文 雄
一 その政治思想の生成 と展開一(訳5)(翻 訳)
'須 藤 祐 孝
..油木 兵 衛
第90号(昭 和54年7月)
表示が真意と異なることを主張する抗弁関係
一 手形抗弁の研究(7)
ジェンナーロ・サッソ著
ニ ッコロ・マキァヴェッリ
長谷川 雄 一
一 その政治思想の生成と展開一(訳6)(翻 訳)
須 藤 祐 孝
油 木 兵 衛
第91号(昭 和54年10月)
"新大西洋憲章"の運命
ソビエト犯罪構成要件論の現代的展開(1)
-B .H.クドリァフツェフ 『犯罪の確定(ク バ リフィカツヤ)
の一般理論』を契機として一
英仏大陸棚境界画定仲裁判決解釈的決定について(紹 介)
ジェンナーロ ・サッソ著
ニ ッコロ ・マキァヴェッリ
柳 沢 英二郎
上 野 達 彦
一 好 正 弘
一 その政治思想の生成 と展開一(訳7)(翻 訳)
須 藤 祐 孝油 木 兵 衛
第92号(昭 和55年3月)
8,9世紀セプティマニア ・スペイン辺境領の
ヒスバニア人をめ ぐる国制 ・社会状況(1)
手形における意思表示の蝦疵と取消
一 手形抗弁の研究(8)一
佐 藤 彰 一
長谷川 雄 一
第93号(昭 和,55年7月)
手形の書替と抗弁関係 長谷川 雄 一
一 手形抗弁の研究(9)一
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ソビエト犯罪構成要件論の現代的展開(2)
-B .H.クドリァフツェフ 『犯罪の確定(ク バ リフィカツヤ)
の一般理論』を契機 として一
社会主義における三つの嫁
上 野 達 彦
大松沢 光 敏
一 チェコスロヴァキア 〈再生〉運動をめぐって一(1)
中 華 人民 共 和 国 刑 法(訳)(資 料)
ジ ェンナ ー ロ ・サ ッソ著
ニ ッコ ロ ●マ キ ァヴ ェ ッリ
夏 目 文 雄
一 その政治思想の生成と展開一(訳m訳 註1)(翻訳)
須 藤 祐 孝油
木 兵 衛
第94号(昭 和55年11月)
中華人民共和国刑法典における犯罪類型
8,9世紀 セ プテ ィマ ニ ア ・ス ペ イ ン辺 境 領 の
ヒス パ ニ ア人 を め ぐる 国制 ・社 会 状 況(2)
夏 目 文 雄
社会主義における三つの像
一 チェコスロヴァキア く再生》運動をめぐって一(2)
ソビエ ト犯罪構成要件論の現代的展開(3)
-B .H。クドリァフツェフ 「犯罪の確定(ク バリフィカツヤ)
の一般理論』を契機 として一
ジェンナーロ・サッソ著
佐 藤 彰 一
大松沢 光 敏
ニ ッ コ ロ ・マ キ ァ ヴ ェ ッ リ
上 野 達 彦
一 その政治思想の生成と展開一(訳8一 訳註2)(翻訳)
須 藤 祐 孝油
木 兵 衛
第95号(昭 和56年3月)
支払済の抗弁と相殺の抗弁 長 谷 川 雄 一・
一 手 形 抗 弁 の研 究(10)
エ ー リ ック ・ヴ ォノレフ
法 人 間 学 の 問題(翻 訳)
ジ ェンナ ー ロ ・サ ッソ著
ニ ッ コ ロ ・マ キ ァ ヴ ェ ッ リ
西 野 基 継
一 その政治思想の生成と展開一(訳8一 訳註3)(翻訳)
須 藤 祐 孝
油 木 兵 衛
第96号(昭 和56年8月)
荷渡指図書の性質と効力
故木田教授の社会主義法研究について(研究ノー ト)
明治前期共犯学説史論
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一 造意者正犯論小史一(資 料)
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A.プランキ著
天 体 に よる永 遠
一 天 文学 的仮 説 一(訳1)(翻 訳)
ジ ェ ンナ ー 口 ・サ ッソ著
ニ ッ コ ロ ・マ キ ァヴ ェ ッ リ
浜 本 正 文
一 その政治思想の生成と展開一(訳8一 訳註4)(翻訳)
須 藤 祐 孝
油 木 兵 衛
第97号(昭 和56年11月)
道路敷の所有権と公用制限(1)
一 私有地上の公道 ・続稿一
手形行為の表見代理 と手形法8条(そ の一)
一 手形抗弁の研究 にPの1一
ソビエト犯罪構成要件論の現代的展開(4・ 完)
-B .H.クドリァフツェフ 『犯罪の確定(ク バリフィカツヤ)
の一般理論』を契機として一
被害者の承諾と傷害罪の成否(判例評釈)
A.プランキ著
大 林 正 平
長谷川 雄 一
上 野 達 彦
天体による永遠
夏 目 文 雄
一 天文学的仮説一(訳2・ 完)(翻訳)
ジェンナーロ ・サッソ著
ニ ッ コ ロ ・マ キ ァ ヴ ヱ ッ リ
浜 本 正 文
一 その政治思想の生成と展開一(訳8一 訳註5)(翻訳)
須 藤 祐 孝
油 木 兵 衛
第98号(昭 和57年3月)
共謀共同正犯論の回顧と展望
初 期 ギ リシ ア にお け るデ ィケ(δ`κη)の 思 想 ←う
一 マル チ ン ・ハ イ デ ッガ ー とエ ー リ ッ ク ・ヴ ォル フ
の 所 説 を 中 心 に一
道路敷の所有権と公用制限(2)
夏 目 文 雄
西 野 基 継
一 私有地上の公道 ・続稿一
手形行為の表見代理と手形法8条(そ の二)
一 手形抗弁の研究 ω の2一
ジェンナーロ・サッソ著
大 林 正 平
ニ ッコロ ・マキァヴェッリ
ー その政治思想の生成と展開一(訳8一 訳註6)(翻訳)
長谷川 雄 一
須 藤 祐 孝
油 木 兵 衛
第99号(昭 和57年8月)
組織論的共犯論序説(1) 夏 目 文 雄
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メロヴィング期 フランク王国における国王貢租 ←)
手形抗弁の種類 と分類(そ の一)
佐 藤 彰 一・
長谷川 雄 一
一 手形抗弁の研究 働の1一
保全処分発令要件の法的性質 ←) 片 野 三 郎
第100号(昭 和57年11月)
組織論的共犯論序説(1)
手形抗弁の種類と分類(そ の二)
一 手形抗弁の研究(121の2一
保全処分発令要件の法的性質(二 ・完)
ジェンナーロ・サッソ著
夏 目 文 雄
長谷川 雄 一
ニ ッ コ ロ ・マ キ ァ ヴ ェ ッ リ
片 野 三 郎
一 その政治思想の生成と展開一(訳8一 訳註7)(翻訳)
須 藤 祐 孝油
木 兵 衛
